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白
鶴
酒
造
〈
神
戸
市
東
灘

区
、
嘉
納
健
二
社
長
、
0
7
8

・
8
2
2
・
8
9
0
1
）
の
灘

魚
崎
工
場
は
、
神
戸
市
内
に
分

散
し
て
い
た
日
本
酒
の
充
填

設
備
と
物
流
拠
点
を
集
約
し
2

0
1
2
年
7
月
に
完
成
し
た
。

充
填
ラ
イ
ン
は
紙
パ
ッ
ク
酒
用

2
本
、
カ
ッ
プ
酒
用
1
本
、
瓶

酒
用
2
本
な
ど
計
7
本
あ
り
、

1
・
8
M
換
算
で
日
産
お
万
本

の
充
填
能
力
を
持
つ
。
倉
庫
は

パ
レ
ッ
ト
5
8
0
0
枚
分
、
1

・
8
M
換
算
で
似
万
本
を
収
容

で
き
る
。

原
酒
の
受
け
入
れ
か
ら
梱
包

ま
で
の
充
填
作
業
に
は
、
タ
ン

ク
で
の
低
温
保
管
、
充
填
直
前

の
加
熱
殺
菌
、
直
後
の
急
冷
と

い
っ
た
工
程
が
あ
り
冷
温
両
方

の
熱
源
が
必
要
に
な
る
。
従
来

は
加
熱
に
ボ
イ
ラ
、
冷
却
に
チ

一フ
I
〈
冷
却
装
置
）
を
用
い
て

い
た
が
、
工
場
新
設
を
機
に
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
を
模

索
。
前
川
製
作
所
〈
東
京
都
江

東
区
）
の
提
案
を
受
け
、
冷
温

同
時
取
り
出
し
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ

口
2
口

冷温同時取り出しヒートポンプ導入
の
導
入
を
決
め
た
。

冷
温
同
時
取
り
出
し
ヒ
I
ト

ポ
ン
プ
は
温
熱
〈
冷
熱
）
を
作

る
際
に
放
出
す
る
冷
熱
〈
温

熱
）
を
回
収
し
て
再
利
用
す
る

た
め
、
ボ
イ
ラ
と
チ
ラ
ー
の
よ

う
に
別
々
の
熱
源
を
使
う
の
に

比
べ
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高

い
。
そ
こ
で
べ

I
ス
ロ
ー
ド
熱

源
と
し
て
9
台
導
入
し
、
高
い

稼
働
率
を
維
持
。
ボ
イ
ラ
や
氷

蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
併
用
し
て
負

荷
変
動
に
対
応
し
て
い
る
。

中
に
は
冷
却
工
程
が
必
要
な

い
充
填
ラ
イ
ン
も
あ
る
た
め
、

余
分
な
冷
熱
を
空
調
に
使
う
な

ど
細
か
な
工
夫
も
凝
ら
し
て
い

【
事
業
所
概
要
】
マ
所
在
地
U
神
戸
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東
灘
区
魚
崎
浜
…

…
町
日
、
0
7
8
・
4
1
1
・
0
6
5
5
マ
主
要
生
産
品
目
…

…
U
日
本
酒
マ
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
〈
日
年
度
）
U
2
…

…
2
3
3
J
M
〈
原
油
換
算
）
マ
年
間
C
0
2
排
出
量
…

〈
同
）
U
4
4
8
2
J

る
。
自
然
冷
媒
を
用
い
て
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
だ
け
で
な
く

環
境
負
荷
を
低
減
で
き
る
点
も

導
入
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

地
球
環
境
問
題
へ
の
取
り
組

み
は
、
環
境
方
針
の
中
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
を
前
年
度

比
1
%
削
減
す
る
こ
と
を
毎
年

の
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
柴
田

工
場
長
は
「
〈
依
然
残
る
）
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ロ
ス
を
い
か
に

灘魚崎工場に導入した冷温
同時取り出しヒートポンプ

熱
源
の
運
転
コ
ス
ト
M
%減

る
。
こ
う
し
た
結
果
、
「
ボ
イ

ラ
な
ど
が
主
体
の
従
来
方
式
に

比
べ
熱
源
設
備
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
は
包
%
減
、
二
酸
化
炭

素
〈
C
0
2
）
排
出
量
は
出
%

減
を
達
成
し
た
」
〈
柴
田
秀
昭

工
場
長
）
と
い
う
。

導
入
し
た
熱
源
設
備
は
冷
媒

に
フ
ロ
ン
を
使
っ
て
い
な
い
の

も
特
徴
で
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は

C
0
2
、
氷
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
は

ア
ン
モ
ニ
ア
を
採
用
し
て
い

取
り
除
く
か
を
考
え
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
」
と
し
、
基
本

と
な
る
T
P
M
〈
生
産
保
全
）

活
動
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く

方
針
を
示
す
。

ま
た
、
生
産
本
部
の
松
田
昌

史
課
長
は
「
醸
造
工
場
に
は
従

来
型
の
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
チ

一
フ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
更
新

時
に
、
電
気
シ
ス
テ
ム
に
切
り

替
え
る
検
討
を
し
た
い
」
と
、

灘
魚
崎
工
場
に
お
け
る
省
エ
ネ

化
の
成
果
を
他
事
業
所
に
横
展

開
す
る
可
能
性
に
も
言
及
す

る。
同
社
は
環
境
負
荷
低
減
に
つ

な
が
る
紙
パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
容
器
を
業
界
に
先
駆
け

て
導
入
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
。
今
後
も
多
面
的
な
環
境
保

全
活
動
に
よ
り
業
界
を
先
導
し

て
い
く
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

〈
神
戸
・
福
浪
暢
）


